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アオミドロ語誌（5）：アオミドロの漢字表記
仲田 崇志

　和名の漢字表記には，漢名（スモモ／李）や語源や意味に基づく当て字（酢桃），万葉仮名表記（須毛々）などがあるが，
アオミドロの表記はどうだろうか（表）。
　漢名としては古く陟厘や水綿が当てられたが，『本草綱目啓蒙』（小野蘭山，1803–1806刊）が水綿を採用し（前々号『語
誌 (2)』参照），『語彙 5』（1871），『言海』（1889）をはじめとする明治以降の国語辞典もこれを採用した。現在の中国
語でも Spirogyraは水綿とされる（施 2004．『拉汉藻类名称』）。
　語源を反映するならば，アオミドロは青緑となる（前号『語誌 (4)』参照）。生物の名前としては違和感があるが，一
部の国語辞典が採用している。
　青味泥の表記も多くの国語辞典に見られ
る。青味がかった泥の意味の当て字だろう
か。古くは明治期の小説『黒髪街道』に
用例がある（江見水蔭 1909．p. 124）。農
学系の資料の一部（例えば，長林三之助
1916．『長林式改良発明農蚕経済全書』p. 

11）でも使われたが，国語辞典に登場する
のは『広辞苑 初版』（1955）からのようだ。
かつては青緑泥の表記もあり（例えば，長
野県農事試験場 1920．『増訂 殺菌剤駆虫剤
要覧』p. 78），こちらはより語源に近い。
　漢名の「水綿」，語源を反映した「青緑」，
そして「青味泥」に「青緑泥」。漢字表記
を選ぶ際には，これらの背景も意識しては
どうだろうか。

2015年以降に改訂された現行の一般向け国語辞典におけるアオミドロの表記．
書名 現行版（発行年） 表記（掲載順）

現代国語例解辞典 5版（2016） 青味泥・青緑・水綿

学研現代新国語辞典 6版（2017） 青味泥・水綿

三省堂現代新国語辞典 6版（2018） 青味泥

広辞苑 7版（2018） 青みどろ・水綿

デイリーコンサイス国語辞典 6版（2018） 水綿

大辞林 4版（2019） 水綿・青味泥

岩波国語辞典 8版（2019） （漢字表記なし）

新明解国語辞典 8版（2020） 青緑・水綿・青味泥

明鏡国語辞典 3版（2021） 水綿・青味泥

三省堂国語辞典 8版（2022） 青味泥・水綿

新選国語辞典 10版（2022） 青味泥




